
市
内
で
活
躍
す
る
団
体
を
紹
介

由利本荘市
声かけボランティア

岩城地域

☎

☎

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
市
内
で
活
躍
す
る
団
体

を
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
に
声
か
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

成
講
座
を
修
了
し
た
有
志
ら
で
結
成
さ
れ

た
「
由
利
本
荘
市
声
か
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」。

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
や
自
殺
予
防
活
動

に
関
す
る
基
礎
的
な
知
識
と
技
術
を
身
に

つ
け
た
24
人
の
登
録
メ
ン
バ
ー
が
、
本
荘
、

矢
島
、
岩
城
、
大
内
地
域
で
５
つ
の
サ
ロ

ン
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
岩
城
地

域
で
「
き
て
く
だ
は
れ
〜
サ
ロ
ン
」
の
活

動
を
行
っ
て
い
る
方
々
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
「
き
て
く
だ
は
れ
〜
サ
ロ
ン
」は
、
平
成

28
年
10
月
、３
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り

亀
田
地
区
の
高
城
セ
ン
タ
ー
で
始
ま
り
ま

し
た
。「
き
て
く
だ
は
れ
〜
」
は
、
や
わ
ら

か
く
気
軽
に
呼
び
か
け
る
雰
囲
気
が
伝
わ

る
よ
う
に
と
岩
城
地
域
の
方
言
か
ら
命
名
。

会
員
は
現
在
７
人
に
増
え
、
毎
回
サ
ロ
ン

参
加
者
に
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
テ
ー

マ
や
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
昨
年
か
ら
は
道
川
地
区
の
岩
城

保
健
セ
ン
タ
ー
で
も
開
催
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で
月
に
１
回
ず

つ
サ
ロ
ン
を
開
催
。

毎
回
保
健
師
に
よ
る

血
圧
測
定
と
健
康
相

談
を
行
い
な
が
ら
、

さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

講
師
を
招
い
て
の
講
話
で
は
、
由
利
本
荘

警
察
暑
員
か
ら
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
機
械

を
使
っ
た
横
断
歩
道
の
渡
り
方
や
、
市
の

担
当
職
員
か
ら
防
災
に
つ
い
て
、
北
部
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
か
ら
は
認
知
症
に

つ
い
て
学
ぶ
な
ど
し
て
い
ま
す
。

　

亀
田
会
場
代
表
の
那
須
美
紀

子
さ
ん
（
66
歳
・
岩
城
亀
田
大
町
）

は
「
も
と
も
と
民
生
委
員
や
保

育
士
、看
護
師
な
ど
の
メ
ン
バ
ー

が
多
く
、
相
手
の
話
に
耳
を
傾

け
、
守
秘
義
務
を
順
守
し
て
き

た
経
験
が
あ
る
の
が
強
み
。
介

護
施
設
で
働
い
て
い
た
方
や
地

域
の
方
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参

加
し
て
く
れ
て
い
る
。
毎
月
楽

し
み
に
し
て
い
る
参
加
者
も
多

く
、
無
理
せ
ず
続
け
て
こ
ら
れ
た
。
今
で

は
参
加
者
の
方
の
特
技
を
生
か
し
た
活
動

を
行
う
な
ど
、
全
員
で
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

ま
た
「
参
加
者
と
信
頼
関
係
が
築
け
た

と
き
が
本
当
に
う
れ
し
い
で
す
。
お
互
い

気
づ
か
い
合
い
、
励
ま
し
合
え
る
。
こ
こ

で
は
楽
し
く
居
心
地
の
よ
い
時
間
を
過
ご

し
な
が
ら
も
、
困
っ
た
と
き
に
自
分
の
こ

と
を
話
せ
る
人
が
い
る
と
い
う
安
心
感
を

も
っ
て
も
ら
い
た
い
。
毎
回
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
一
緒
に
す
る
こ
と
で
、
自
分
も
楽

し
い
し
学
び
に
な
る
」
と
道
川
会
場
代
表

の
中
村
繁
喜
さ
ん
（
72
歳
・
岩
城
勝
手
）
は

や
り
が
い
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

　

今
後
の
目
標
は
新
し
い
参
加
者
を
も
っ

と
増
や
す
こ
と
。「
一
度
参
加
す
れ
ば
、

楽
し
い
雰
囲
気
を
を
感
じ
て
も
ら
え
る
と

思
う
の
で
、
気
軽
な
気
持
ち
で
ぜ
ひ
来
て

ほ
し
い
」
と
那
須
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　

目
印
は
「
由
利
本
荘
市
声
か
け
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
サ
ロ
ン
開
催
中
」の
の
ぼ
り
旗
。

ぜ
ひ
お
近
く
の
サ
ロ
ン
を
訪
ね
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

て
い
ま
す
。

由
利
本
荘

く
、
無

は
参
加

を
行
う

ご
し
て

ま
た

と
き
が

気
づ
か

で
は
楽

し
な
が

と
を
話

も
っ
て

活
動
を

し
い
し

の
中
村

や
り
が

今
後

と
増
や

楽
し
い

思
う
の

今
回
は

「
由
利
本
荘
市
声
か
け

  

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
岩
城
地
域
」で
す
。
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９月３０日、東由利小学校でサツマイモの収穫が行われました。
参加した全校児童１０１人は、次々に掘り出されるサツマイモの
大きさに一喜一憂しながら、実りの秋の収穫を楽しんでいま
した。（記事６㌻）
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「由利本荘市総合計画新創造ビジョン重点化プロジェクト」
は、これまでの取り組みの成果や社会経済情勢の変化を踏まえ
ながら、本市が抱える最大の課題「人口減少」とあわせ、目指す
べき姿の実現に向け、湊市長のもと、さらに重点的に取り組みを
強化するための市政運営の指針です。

～新たな「由利本荘市」への進化～ を目指して
ま　ち

☎

～新たな「由利本荘市」への進化～ を目指して
ま ちま ち

重点化プロジェクトがスタート！
人と自然が共生する

ま　ち

躍動と創造の都市
由利本荘市総合計画

新創造ビジョン

▲新創造ビジョン重点化プロジェクトは、こちらから

①あらゆる業種の事業所が真に必要とする経済支援策
②コロナにより分断された地域コミュニティの再生と
　市民に寄り添った心のケアにつながる支援
③新たな生活様式に対応した市民サービスの提供など
　各施策のバージョンアップ

視点
１ アフターコロナに向けた取り組み

①女性や若者の感性が発揮できるＩＣＴ産業やサービス
産業の振興をはじめとした、あらゆる産業分野で
　生産性の向上を図る支援
②女性や若者など幅広い層が起業しやすい環境づくり
　に向けた取り組み
③子育てや看護・介護と仕事の両立が実現できる環境
　づくり

視点
２

人口減少対策として
女性や若者に魅力ある仕事の創出

重点化プロジェクトを
推進する上で

ェクトを
重要な２つの視点

本市を取り巻く昨今の潮流をふまえた課題

未
来
の
さ
ら
な
る
な
る
な

の
さ
ら
な

飛
躍
を
実
現
す
る

つ
の重

点
施
策

6

重
点
施
策

2

重
点
施
策

3

重
点
施
策

4

重
点
施
策

5

重
点
施
策

5

行
財
政
改
革
の
徹
底
と

効
率
的
な
行
財
政
運
営

●
効
率
・
効
果
を
重
視
し
、
部
局
横
断
的
な

　

施
策
実
施
体
制
の
構
築
や
、
事
業
の
再
編
、

　

公
共
施
設
の
統
廃
合
と
将
来
を
見
据
え
た

　

効
率
的
な
配
置
の
実
施

●
自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
・
共
通

　

化
な
ど
自
治
体
Ｄ
Ｘ（　
　
　
　

）の
推
進

●
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に

　

向
け
た
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の

　

導
入
と
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の
推
進

●
新
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
整
備

な
ど

重
点
施
策

6

重
点
施
策

1

自
治
組
織
と
協
働
に
よ
る

市
民
生
活
に
密
着
し
た

課
題
解
決
に
つ
な
げ
る
施
策

●
市
民
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
参
加

　

し
や
す
い
取
り
組
み
の
推
進

●
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
と

　

実
践
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
・
高
齢
化
に
伴
う

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
機
能
低
下
に
対
応
す
る

　

仕
組
み
作
り
の
検
討

●
地
域
間
を
結
ぶ
地
域
幹
線
路
線
の
維
持

確
保
と
交
通
空
白
地
域
の
新
た
な
交
通

　

サ
ー
ビ
ス
の
導
入

●
公
共
交
通
機
関
へ
の
市
民
の
利
用
促
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

強化するための

重
点
施
策

1

地
元
産
業
振
興
に
よ
る

経
済
活
性
化
と

若
者
定
着
担
い
手
育
成

●
由
利
本
荘
「
地
域
技
術
集
積
力
ブ
ラ
ン
ド
」

　

の
構
築
と
成
長
分
野
へ
の
進
出
促
進

●
一
番
堰
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
推
進

●
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
推
進
制
度
の
実
施

●
起
業
・
創
業
支
援

●
若
者
が
集
う
機
会
の
提
供
な
ど
に
よ
る

　

独
身
男
女
の
出
会
い
、
結
婚
支
援  

な
ど

重
点
施
策

4

全
て
の
世
代
が
健
康
に
生
き
生
き
と

暮
ら
す
た
め
必
要
な
支
援
を
受
け
ら

れ
る
医
療
と
介
護
の
連
携
強
化

●
住
ま
い
・
医
療
・
介
護
・
予
防
・
生
活
支
援

の
一
体
的
提
供
を
目
指
す
、
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

●
夜
間
、
休
日
診
療
体
制
の
強
化
・
継
続

●
多
様
な
性
的
指
向
や
性
自
認
に
対
す
る
偏

　

見
や
差
別
を
解
消
す
る
た
め
の
環
境
整
備

●
誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
、

　

健
や
か
さ
と
優
し
さ
あ
ふ
れ
る
健
康
福
祉

　

の
推
進　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

重
点
施
策

3

未
来
を
切
り
拓
く
子
ど
も
を

地
域
社
会
全
体
で

健
や
か
に
育
て
る
施
策

●
医
療
費
助
成
の
高
校
生
年
齢
ま
で
の
拡
充

●
保
育
料
・
副
食
費
助
成
を
は
じ
め
と
し
た

　

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と
の

　

で
き
る
支
援
の
充
実

●
不
妊
・
不
育
症
治
療
費
助
成
の
充
実

●
保
育
士
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
の
推
進

●
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」の
推
進
な
ど

デ
ジ
タ
ル・ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

重
点
施
策

6

ア
ナ
ロ
グ
も
大
事
に
し
つ
つ

技
術
を
最
大
限
活
用
し
た

全
世
界
へ
の
市
の
魅
力
発
信

●
首
都
圏
を
中
心
と
し
た
県
外
か
ら
の
移
住

（
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
）の
促
進

●
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
市
産
品

　

な
ど
の
魅
力
の
発
信

●
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
に

　

対
応
す
る
施
設
の
整
備

●
鳥
海
ダ
ム
周
辺
エ
リ
ア
の
利
活
用
の
推
進

●
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
用

　

い
た
広
報
活
動
と
多
様
な
手
法
を
用
い
た

　

多
世
代
と
の
対
話
型
広
聴
活
動
の
実
施な

ど

ユ
ー
ア
イ
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矢
島
中
学
校
剣
道
部
の
土
田
剛
士
さ
ん

（
３
年
）
が
全
国
中
学
校
剣
道
大
会
（
８

月
20
日
〜
22
日
・
神
奈
川
県
）
の
男
子
個

人
の
部
で
３
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

土
田
さ
ん
は
７
月
の
全
県
中
学
総
体
・

男
子
個
人
で
優
勝
し
、
８
月
５
日
か
ら
福

島
県
で
開
催
さ
れ
た
東
北
大
会
で
の
第
５

位
と
い
う
成
績
を
挟
ん
で
全
国
大
会
へ
出

場
。
初
戦
と
な
っ
た
２
回
戦
、
３
回
戦
、

４
回
戦
、
準
々
決
勝
と
接
戦
を
制
し
て
勝

ち
上
が
り
、
準
決
勝
で
は
延
長
戦
の
末
惜

し
く
も
敗
れ
た
も
の
の
、
全
国
の
強
豪
を

相
手
に
堂
々
の
３
位
と
な
り
ま
し
た
。
９

月
15
日
、
監
督
や
保
護
者
と
一
緒
に
市
役

所
を
訪
れ
湊
市
長
ら
へ
報
告
。
全
国
大
会

に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
振
り
返
り
ま
し

た
。

土
田
剛
士
さ
ん

「
東
北
大
会
で
は
ベ
ス
ト
８
止
ま
り
で
、

そ
れ
か
ら
必
死
に
練
習
し
て
全
国
大
会
に

臨
み
ま
し
た
。
初
戦
か
ら
延
長
戦
が
続
き

ス
タ
ミ
ナ
が
切
れ
か
け
て
い
ま
し
た
が
、

今
ま
で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
の
こ
と

を
思
い
出
す
と
不
思
議
と
疲
れ
が
吹
き
飛

ん
で
、
過
去
最
高
の
試
合
が
で
き
ま
し
た
。

自
分
の
剣
道
が
全
国
で
通
用
し
た
こ
と
に

満
足
し
て
い
ま
す
」

◇
成　

績

全
国
大
会　

第
３
位

２
回
戦　
　

○
土
田　

コ―

　
　

下
田

３
回
戦　
　

○
土
田　

メ―

　
　

安
岡

４
回
戦　
　

○
土
田　

メ―

　
　

片
岡

準
々
決
勝　

○
土
田　

メ―

　
　

中
尾

準
決
勝　
　

●
土
田　

―

コ　
　

川
内

※

コ･･･

小
手
、
メ･･･

面

　

本
荘
東
中
学
校
柔
道
部
の
小
野
刹
那
さ

ん
（
３
年
）
が
東
北
中
学
校
大
会
（
８
月

５
日
・
宮
城
県
）
の
男
子
個
人
・
50
㎏
級

で
優
勝
、
ま
た
野
球
部
が
東
北
大
会
（
８

月
６
日
、
７
日
・
岩
手
県
）
で
ブ
ロ
ッ
ク

優
勝
を
果
た
し
、
共
に
全
国
大
会
に
出
場

し
ま
し
た
。

　

９
月
14
日
に
同
校
の
髙
橋
校
長
や
各
部

活
動
の
監
督
、
保
護
者
ら
と
市
役
所
を
訪

れ
、
東
北
・
全
国
大
会
で
の
結
果
を
報
告

す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
抱
負
を
述
べ
ま

し
た
。

柔
道
・
小
野
刹
那
さ
ん

「
東
北
で
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
て
よ

か
っ
た
で
す
。
全
国
大
会
は
会
場
内
が
熱

気
に
あ
ふ
れ
て
お
り
、
貴
重
な
経
験
に
な

り
ま
し
た
。
高
校
で
も
東
北
・
全
国
大
会

を
目
指
し
て
頑
張
り
た
い
で
す
」

◇
成
績

東
北
大
会　

優
勝

２
回
戦　

○
小
野　
縦
四
方
固
め　
　

鬼
同

準
決
勝　

○
小
野　
延
長
僅
差　
　
　

森
口

決　

勝　

○
小
野　
延
長
棄
権
勝
ち　

觸
澤

全
国
大
会
（
８
月
25
日
・
群
馬
県
）

２
回
戦　

●
小
野　
優
勢　
　
　
　
　

河
野

野
球
部
主
将
・
渋
谷
拓
斗
さ
ん

「
た
く
さ
ん
応
援
い
た
だ
き
、
感
謝
し
て

い
ま
す
。
東
北
・
全
国
大
会
で
も
自
分
た

ち
の
プ
レ
ー
を
貫
き
、
最
後
ま
で
戦
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
貴
重
な
経
験
を

生
か
し
、
高
校
で
も
活
躍
し
た
い
で
す
」

◇
成
績

東
北
大
会　

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝

１
回
戦　

○
本
荘
東　

５―

３　
酒
田
第
三
中

代
表
決
定
戦　

○
本
荘
東　

12―

２　
雫
石
中

全
国
大
会
（
８
月
21
日
、22
日
・
千
葉
県
）

１
回
戦　

○
本
荘
東　

５―

０　

藤
山
中

２
回
戦　

●
本
荘
東　

４―

８　

板
津
中

本
荘
東
中  

小
野
刹
那
さ
ん（
柔
道
）・
野
球
部

本
市
の
中
学
生
が
東
北
・
全
国
の
舞
台
で
大
健
闘

矢
島
中  

土
田
剛
士
さ
ん（
剣
道
）

矢

栄
光

全国大会を振り返る土田さん

湊市湊市長（左（左）と記念撮影をする土田さと記念撮影をする土田さん（右）（右）湊市長（左）と記念撮影をする土田さん（右）

湊市湊市長（中（中）と記念撮影をする小野さと記念撮影をする小野さん（左（左）と渋谷さと渋谷さん（右）（右）湊市長（中）と記念撮影をする小野さん（左）と渋谷さん（右）

鳥
海
山
木
の
お
も
ち
ゃ
美
術
館
・
木
工
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ぬ
く
も
り
あ
る
木
で
子
ど
も
の
手
型
・
足
型
作
り

石
脇
新
山
乗
合
タ
ク
シ
ー
利
用
者
会

利
用
率
向
上
に
向
け
た
ス
マ
ホ
教
室
を
開
催
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石
脇
新
山
乗
合
タ
ク
シ
ー
利

用
者
会
（
三
浦
克
己
会
長
）
で

は
、
将
来
的
に
運
行
予
約
や
予

約
情
報
の
共
有
を
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
で
行
う
こ
と
に
よ

り
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
利
用
促

進
に
つ
な
げ
よ
う
と
、
会
員
を

対
象
と
し
た
ス
マ
ホ
教
室
が
９

月
７
日
、
石
脇
地
区
の
発
酵
複

合
施
設
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

教
室
は
携
帯
シ
ョ
ッ
プ
の
店

員
を
講
師
に
招
き
開
催
さ
れ
、

参
加
者
７
人
が
タ
ッ
プ
や
ス
ラ

イ
ド
な
ど
の
基
本
操
作
、
音
声

検
索
機
能
な
ど
に
つ
い
て
、
体

験
用
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
実
際

に
操
作
し
な
が
ら
学
び
ま
し
た
。

　

教
室
終
了
後
は
、
本
市
乗
り

﹇
逢
い
﹈
交
通
事
業
へ
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
予
約
シ
ス
テ
ム

の
導
入
を
進
め
て
い
る
県
立
大

学
本
荘
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生
ら

が
、
由
利
地
域
小
菅
野
集
落
で

行
っ
て
い
る
事
業
の
進
捗
状
況

な
ど
を
説
明
。
石
脇
新
山
で
は

ア
プ
リ
で
予
約
情
報
を
共
有
し

て
相
乗
り
率
の
向
上
を
図
る
こ

と
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
浦
会
長
は
「
乗
合
タ
ク
シ

ー
を
将
来
的
に
地
域
に
残
し
て

い
く
た
め
、
予
約
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
も
県
立
大
学
と
連
携
し

て
進
め
て
い
き
た
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

湯
出
野
遺
跡
で
体
験
授
業

東
由
利
中
学
校
生
徒
が
縄
文
時
代
の
暮
ら
し
を
体
験

　

９
月
14
日
、
東
由
利
地
域
老

方
に
あ
る
県
史
跡
指
定
湯
出
野

遺
跡
で
縄
文
体
験
授
業
が
行
わ

れ
、
東
由
利
中
学
校
の
１
年
生

21
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

市
観
光
協
会
東
由
利
支
部
が
、

子
ど
も
た
ち
に
地
域
の
財
産
で

あ
る
同
遺
跡
に
親
し
ん
で
も
ら

お
う
と
今
回
初
め
て
開
催
。
授

業
で
は
市
の
学
芸
員
か
ら
遺
跡

の
概
要
や
特
徴
の
説
明
を
受
け

な
が
ら
、
実
際
に
出
土
し
た
土

器
や
石
器
に
触
れ
た
り
、
板
を

上
下
さ
せ
て
棒
を
回
転
さ
せ
る

器
具
を
使
い
火
起
こ
し
に
挑
戦

す
る
な
ど
、
当
時
の
暮
ら
し
を

楽
し
そ
う
に
体
験
す
る
生
徒
た

ち
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

小
松
聖
永
さ
ん
は
「
火
起
こ

し
が
難
し
く
縄
文
人
の
す
ご
さ

を
実
感
し
ま
し
た
。
以
前
来
た

時
よ
り
、
歴
史
的
な
も
の
を
見

て
触
れ
て
、
こ
の
場
所
の
こ
と

を
詳
し
く
知
れ
て
よ
か
っ
た
で

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

鳥
海
山
木
の
お
も
ち
ゃ
美

術
館
で
９
月
23
日
、
木
で
手

型
や
足
型
を
つ
く
る
木
工

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

同
館
で
開
催
す
る
「
て
づ

く
り
こ
う
ぼ
う
」
の
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
開
催
。
初
め
に
参

加
者
が
手
や
足
に
イ
ン
ク
を

塗
っ
て
用
紙
に
押
し
、
そ
の

用
紙
を
乗
せ
た
ヒ
ノ
キ
板
を

ス
タ
ッ
フ
が
糸
の
こ
で
丁
寧

に
切
り
取
る
と
、
実
寸
大
の

手
型
や
足
型
が
完
成
し
ま
し

た
。

　

佐
藤
友
太
さ
ん
（
31
歳
・

矢
島
町
七
日
町
）
と
栞
さ
ん

（
31
歳
）
は
日
向
さ
ん
（
４

歳
）
、
晴
風
さ
ん
（
５
カ
月
）

の
手
型
を
作
る
た
め
家
族
４

人
で
訪
れ
「
木
で
手
型
を
作

る
機
会
は
な
か
な
か
な
い
の

で
、
作
れ
て
よ
か
っ
た
。
こ

う
い
う
形
で

子
ど
も
た
ち

の
成
長
を
残

せ
て
う
れ
し

い
で
す
」
と

話
し
ま
し
た
。

スマホの操作方法を学ぶ参加者火起こし体験をする生徒たち

土こう墓の大きさを
体験する生徒
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市長の湊です。私のＳＮＳに投稿した内容の一部をお伝えします。

認
知
症
フ
ェ
ア
in
由
利
本
荘
２
０
２
１

認
知
症
と
明
る
く
向
き
合
お
う
、参
加
者
笑
顔

　

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け

ら
れ
る
こ
と
を
目
指
す
「
認
知

症
フ
ェ
ア
in
由
利
本
荘
２
０
２

１
」
が
９
月
29
日
、
カ
ダ
ー
レ

で
開
催
さ
れ
、
45
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

当
日
は
「
明
る
く
向
き
合
う

認
知
症
」
「
笑
顔
を
増
や
す
た

め
の
脳
ト
レ
」
と
題
し
、
認
知

症
予
防
脳
ト
レ
士
・
齋
藤
真
弓

さ
ん
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
講
演
で
は
笑
い
声
と
同

じ
「
ハ
」
や
「
ホ
」
な
ど
の
声

を
出
し
な
が
ら
体
操
す
る
こ
と

で
、
身
体
的
に
も
精
神
的
に
も

効
果
が
得
ら
れ
る
エ
ク
サ
サ
イ

ズ
や
、
表
情
筋
を
意
識
的
に
動

か
す
こ
と
に
よ
っ
て
脳
の
活
性

化
を
促
す
脳
ト
レ
な
ど
を
学
び

ま
し
た
。
齋
藤
さ
ん
は
「
や
ら

な
く
ち
ゃ
と
決
め
つ
け
な
い
で
、

少
な
い
回
数
で
も
楽
し
く
続
け

る
こ
と
が
大
事
」
と
話
し
、
実

際
に
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
交
え
た

齋
藤
さ
ん
の
講
話
に
、
参
加
者

た
ち
は
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し

た
。

　

講
演
に
参
加
し
た
能
登
恭
子

さ
ん
（
80
歳
・
石
脇
）
は
「
普

段
は
テ
レ
ビ
で
放
送
さ
れ
て
い

る
体
操
な
ど
を
行
っ
て
い
る
が
、

今
日
聞
い
た
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
は

思
い
出
し
た
時
に
簡
単
に
で
き

て
、
役
に
立
つ
と
思
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
自
分
の
健
康
の
た
め

に
続
け
て
み
た
い
で
す
」
と
話

し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
会
場
内
で
は
口
腔

機
能
や
握
力
測
定
な
ど
に
よ
る

「
健
康
チ
ェ
ッ
ク
」
や
認
知
機

能
を
確
認
で
き
る
「
認
知
症

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
」
な
ど
の
体
験

コ
ー
ナ
ー
の
ほ
か
、
認
知
症
の

方
の
見
守
り
の
一
環
で
あ
る

「
お
で
か
け
見
守
り
シ
ー
ル
」

の
Ｐ
Ｒ
動
画
が
放
映
さ
れ
る
な

ど
、
認
知
症
へ
の
理
解
を
深
め

る
フ
ェ
ア
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
今
後
も
認
知
症
を
身

近
な
も
の
と
し
て
理
解
し
、
地

域
で
支
え
る
た
め
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

エクササイズを交えた講演の様子

親
子
で
自
然
に
親
し
も
う
！

も
く
い
く
体
験
塾  

秋
の
森
の
恵
み
を
学
ぶ

史
跡
探
訪
や
地
域
の
風
土
を
体
験

鳥
海
山
ろ
く
「
お
ば
こ
ハ
イ
ク
」
が
開
催
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鳥
海
山
ろ
く
線
の
魅
力
の
再

発
見
と
利
用
促
進
を
図
る
た
め
、

ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
で
沿
線
の
史

跡
探
訪
や
地
域
風
土
を
体
感
す

る
第
21
回
鳥
海
山
ろ
く
お
ば
こ

ハ
イ
ク
が
９
月
18
日
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
初
め
に
羽
後
本
荘
駅

の
新
駅
舎
と
東
西
自
由
通
路
を

見
学
し
た
後
、
大
内
地
域
の
折

渡
峠
に
移
動
し
て
千
体
地
蔵
周

辺
を
散
策
。
由
利
地
域
西
滝
沢

へ
移
動
し
て
の
昼
食
後
、
地
元

企
業
が
経
営
す
る
ア
ケ
ビ
農
園

を
見
学
し
、
最
後
は
矢
島
駅
で

の
車
両
基
地
見
学
や
お
楽
し
み

抽
選
会
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
雨
が
降
っ
た
り
や
ん

だ
り
の
天
候
だ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
ハ
イ
キ
ン
グ
ら
し
い
徒
歩

で
の
移
動
は
少
な
か
っ
た
も
の

の
、
参
加
し
た
19
人
は
思
い
思

い
に
施
設
巡
り
を
満
喫
し
て
い

ま
し
た
。

　

参
加
し
た
尾
身
一
人
さ
ん

（
50
代
・
二
番
堰
）
は
「
列

車
・
バ
ス
・
徒
歩
と
、
と
て
も

楽
し
く
１
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
し
ば
ら
く
出

か
け
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
と

て
も
良
い
気
分
転
換
に
な
り
ま

し
た
」
と
充
実
し
た
表
情
を
見

せ
ま
し
た
。

　

東
由
利
小
学
校
の
サ
ツ
マ
イ

モ
収
穫
が
９
月
30
日
、
同
校
敷

地
内
の
畑
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

全
校
児
童
１
０
１
人
が
縦
割
り

班
を
編
成
し
、
各
班
で
協
力
し

あ
っ
て
の
収
穫
作
業
。
１
つ
の

班
に
１
つ
の
畝
が
割
り
当
て
ら

れ
、
初
め
に
上
級
生
た
ち
が
つ

る
の
除
去
や
マ
ル
チ
シ
ー
ト
の

は
ぎ
取
り
を
行
い
、
続
い
て
全

員
で
イ
モ
掘
り
作
業
に
取
り
か

か
り
ま
し
た
。
児
童
た
ち
は
、

イ
モ
に
傷
が
つ
い
た
り
途
中
で

折
れ
た
り
し
な
い
よ
う
悪
戦
苦

闘
し
な
が
ら
も
、
畑
に
和
気
あ

い
あ
い
と
し
た
声
を
響
か
せ
な

が
ら
、
約
30
分
か
け
て
全
て
の

畝
か
ら
イ
モ
を
掘
り
出
し
ま
し

た
。

　

遠
藤
吉
平
さ
ん
と
佐
藤
李
伯

さ
ん
（
共
に
６
年
）
は
「
小
学

校
最
後
の
サ
ツ
マ
イ
モ
収
穫
で
、

で
っ
か
い
イ
モ
が
と
れ
て
う
れ

し
か
っ
た
。
イ
モ
を
持
ち
帰
っ

た
ら
、
サ
ラ
ダ
に
し
た
り
お
味

噌
汁
に
入
れ
た
り
し
て
食
べ
ま

す
」
と
う
れ
し
そ
う
に
話
し
ま

し
た
。

　

今
回
収
穫
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ

は
、
児
童
が
１
人
１
本
持
ち
帰

る
ほ
か
、
給
食
で
振
る
舞
わ
れ

た
り
近
隣
の
福
祉
施
設
へ
お
裾

分
け
し
た
り
す
る
予
定
で
す
。

　

鳥
海
山
木
の
お
も
ち
ゃ
美
術

館
で
は
、
小
学
１
年
生
〜
４
年

生
の
親
子
を
対
象
に
、
森
や
川

で
遊
び
な
が
ら
自
然
に
親
し
む

こ
と
を
目
的
と
し
た
「
も
く
い

く
体
験
塾
」
を
６
月
、
８
月
、

10
月
の
日
程
で
全
３
回
開
催
し

て
い
ま
す
。
最
終
日
と
な
っ
た

10
月
３
日
は
、
市
内
外
か
ら
11

組
28
人
の
親
子
が
参
加
し
、
秋

め
く
森
や
山
の
恵
み
に
触
れ
な

が
ら
学
び
ま
し
た
。

　

講
師
は
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
の
小
沼
啓
作
さ
ん
、
花
田

綾
子
さ
ん
が
務
め
、
午
前
中
は

お
も
ち
ゃ
美
術
館
内
で
木
の
実

を
使
っ
た
工
作
や
、
あ
ゆ
の
森

公
園
内
で
生
き
た
樹
木
に
触
れ

て
親
し
む
時
間
。
ト
チ
ュ
ウ
の

葉
を
使
っ
た
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

や
オ
オ
イ
タ
ド
リ
の
枝
で
の
笛

吹
き
、
ク
ヌ
ギ
の
ド
ン
グ
リ
こ

ま
を
回
し
た
り
、
キ
ウ
イ
フ

ル
ー
ツ
の
先
祖
と
さ
れ
る
野
生

の
サ
ル
ナ
シ
の
実
と
キ
ウ
イ
フ

ル
ー
ツ
の
実
を
切
り
分
け
て
見

比
べ
た
り
、
実
食
し
て
み
た
り

と
楽
し
み
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
バ
ス
で
南
由
利

原
に
移
動
し
、
野
生
の
ア
ケ
ビ

や
ブ
ド
ウ
を
収
穫
し
た
り
、
色

づ
き
始
め
た
色
と
り
ど
り
の

葉
っ
ぱ
を
集
め
た
り
し
ま
し
た
。

最
後
は
閉
塾
式
が
行
わ
れ
、
修

了
証
が
ひ
と
り
ひ
と
り
に
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　

兄
弟
で
参
加
し
た
大
谷
陽
斗

さ
ん
（
尾
崎
小
４
年
）
は
「
ア

ケ
ビ
を
探
し
た
り
採
る
の
が
お

も
し
ろ
か
っ
た
。
毎
回
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
が
知
れ
る
の
で
楽
し

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

アケビ狩りを体験する参加者

クヌギのドングリこまで遊ぶ参加者

全
校
児
童
が
実
り
の
秋
を
満
喫

東
由
利
小
学
校
で
サ
ツ
マ
イ
モ
収
穫



福
祉
支
援
課

総
務
課

管
財
課
（
市
役
所
増
設
棟
２
階
）
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市政情報
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物
品
を
売
り
払
い
ま
す
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一
般
競
争
入
札
に
よ
り
、
次
の

物
品
を
売
り
払
い
ま
す
。
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
物
品
写
真
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。

入
札
物
品
❶

○
物
品
名　

ト
ヨ
タ
・
フ
ァ
ン
カ

　

ー
ゴ

○
年
式　

平
成
14
年
登
録

○
最
低
売
却
価
格　

２
万
５
千
円

○
そ
の
他　

車
検
有
効
期
間
切
れ

　

／
バ
ッ
テ
リ
ー
切
れ
／
エ
ン
ジ

　

ン
マ
ウ
ン
ト
に
経
年
劣
化
あ
り

　

／
さ
び
、
す
り
傷
複
数
あ
り
／

　

夏
タ
イ
ヤ
付
き
（
一
部
ワ
イ
ヤ

　

露
出
）

入
札
物
品
❷

○
物
品
名　

日
産
・
デ
ィ
ー
ゼ
ル

○
年
式　

平
成
１
年
登
録

○
最
低
売
却
価
格　

30
万
円

○
そ
の
他　

車
検
有
効
期
間
は
本

　

年
11
月
30
日
／
４
㌧
ダ
ン
プ
ト

　

ラ
ッ
ク
ユ
ニ
ッ
ク
付
き
／
ク
レ

　

ー
ン
自
体
は
可
動
す
る
が
ポ
ス

　

ト
部
分
が
曲
が
っ
て
い
る
た
め

　

荷
台
へ
の
収
納
動
作
に
難
あ
り

　

／
さ
び
、
す
り
傷
複
数
あ
り

入
札
物
品
❸

○
物
品
名　

三
菱
・
フ
ァ
イ
タ
ー

○
年
式　

平
成
15
年
登
録

○
最
低
売
却
価
格　

25
万
円

○
そ
の
他　

車
検
有
効
期
間
切
れ

　

／
バ
ッ
テ
リ
ー
切
れ
／
荷
台
と

　

フ
レ
ー
ム
は
経
年
劣
化
に
よ
る

　

腐
食
が
激
し
い
／
使
用
に
は
大

　

規
模
な
補
修
を
要
す
る

入
札
物
品
❹

○
物
品
名　

デ
ィ
ー
グ
ル
ト
マ
ホ

　

ー
ク
５
０
０
（
飼
料
用
カ
ッ
タ

　

ー
）

○
年
式　

平
成
２
年
登
録

○
最
低
売
却
価
格　

３
万
円

○
そ
の
他　

飼
料
を
裁
断
す
る
た

　

め
の
ト
ラ
ク
タ
ー
ア
タ
ッ
チ
メ

　

ン
ト
／
10
年
程
度
未
使
用
の
た

　

め
作
動
に
は
点
検
・
修
繕
費
を

　

要
す
る

入
札
物
品
❺

○
物
品
名　

ノ
ザ
ワ
動
力
三
輪
車

　

（
飼
料
運
搬
車
）

○
年
式　

平
成
２
年
登
録

○
最
低
売
却
価
格　

１
万
円

○
そ
の
他　

経
年
劣
化
に
よ
る
腐

　

食
が
激
し
い
／
使
用
に
は
後
輪

　

（
１
輪
）
パ
ン
ク
、
ブ
レ
ー
キ

　

ほ
か
一
定
の
点
検
・
修
繕
を
要

　

す
る

入
札
物
品
❻

○
物
品
名　

マ
ニ
ア
ス
プ
レ
タ
ー

　

（
堆
肥
・
施
肥
散
布
用
）

○
年
式　

平
成
17
年
登
録

○
最
低
売
却
価
格　

３
万
円

○
そ
の
他　

経
年
劣
化
に
よ
る
腐

　

食
あ
り
／
動
作
確
認
済
み
／
堆

　

肥
散
布
以
外
に
け
ん
引
運
搬
と

　

し
て
も
使
用
可
能

入
札
物
品
❼

○
物
品
名　

畜
産
用
ア
タ
ッ
チ
メ

　

ン
ト
８
点

○
最
低
売
却
価
格　

13
万
円

○
そ
の
他　

総
重
量
約
２
４
８
０

　

㌔
（
ブ
ロ
ー
ド
キ
ャ
ス
タ
ー
、

　

レ
ー
キ
、
フ
ロ
ン
ト
ロ
ー
ダ
ー
、

　

ロ
ー
ル
グ
ラ
ブ
、
ロ
ー
ル
カ
ッ

　

タ
ー
、
テ
ッ
タ
ー
、
ツ
イ
ン

　

レ
ー
キ
）
／
経
年
劣
化
に
よ
る

　

腐
食
や
欠
損
多
数
あ
り
／
一
部

　

長
期
間
未
使
用
の
た
め
使
用
に

　

は
点
検
・
修
繕
費
を
要
す
る

入
札
物
品
❽

○
物
品
名　

い
す
ゞ
・
ジ
ャ
ー
ニ

　

ー
デ
ラ
ッ
ク
ス

○
年
式　

平
成
18
年
登
録

○
最
低
売
却
価
格　

15
万
円

○
そ
の
他　

車
検
有
効
期
間
切
れ

　

／
バ
ッ
テ
リ
ー
切
れ
／
乗
車
定

　

員
29
人
／
車
体
上
部
に
へ
こ
み

　

あ
り
／
経
年
劣
化
に
よ
る
腐
食

　

あ
り
（
特
に
左
前
フ
ェ
ン
ダ
ー

　

の
腐
食
が
激
し
い
）
／
路
肩
灯

　

が
点
灯
し
な
い
な
ど
不
具
合
多

　

数
あ
り

入
札
物
品
❾

○
物
品
名　

キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー
・
除

　

雪
ド
ー
ザ

○
年
式　

平
成
８
年
登
録

○
最
低
売
却
価
格　

１
５
０
万
円

○
そ
の
他　

車
検
有
効
期
間
は
令

　

和
４
年
11
月
８
日
ま
で
／
さ
び
、

　

す
り
傷
複
数
あ
り
／
フ
ロ
ン
ト

　

ガ
ラ
ス
に
割
れ
あ
り

公
開
場
所
・
連
絡
先

❶
東
由
利
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ

　

ス
課　

☎
69―

２
１
１
０

❷
東
由
利
総
合
支
所
建
設
課

　

☎
69―

２
１
１
５

❸
清
掃
事
業
所

　

☎
24―

４
６
１
６

❹
❺
❻
❼
由
利
総
合
支
所
産
業
課

　

☎
53―

２
１
１
４

❽
❾
東
由
利
教
育
学
習
課

　

☎
69―

２
３
１
０

※

あ
ら
か
じ
め
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

入
札
関
係
書
類
の
交
付
と
公
開
期

間　

10
月
20
日
㈬
〜
27
日
㈬　

９

時
〜
17
時
（
平
日
の
み
）

書
類
の
交
付
場
所　

管
財
課

※

期
間
内
に
書
類
の
交
付
を
受
け

て
い
な
い
方
は
入
札
に
参
加
で
き

ま
せ
ん
。

入
札
日
時　

11
月
１
日
㈪　

10
時

※
10
時
ま
で
に
会
場
に
入
室
し
て

い
な
い
場
合
は
辞
退
し
た
も
の
と

み
な
し
ま
す
。

入
札
場
所　

広
域
行
政
セ
ン
タ
ー

３
階　

学
習
ホ
ー
ル

◎
10
月
20
日
か
ら
入
札
日
当
日
ま

で
に
緊
急
事
態
宣
言
な
ど
が
発
令

さ
れ
て
い
る
地
域
か
ら
の
入
札
は

ご
遠
慮
願
い
ま
す
。

移
住
ま
る
ご
と

サ
ポ
ー
ト
課

子
育
て
支
援
課

　

県
で
は
、
本
県
へ
の
移
住
や
就

職
を
検
討
し
て
い
る
方
、
関
心
が

あ
る
方
を
対
象
に
、
暮
ら
し
や
仕

事
、
支
援
制
度
に
つ
い
て
情
報
収

集
で
き
る
フ
ェ
ア
を
オ
ン
ラ
イ
ン

で
開
催
し
ま
す
。
本
市
も
出
展
し
、

移
住
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
ご

家
族
や
お
知
り
合
い
で
移
住
を
お

考
え
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
ら
、
ぜ
ひ
こ
の
フ
ェ
ア
の
こ
と

を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

日
時

10
月
24
日
㈰　

11
時
〜
17
時

内
容　

▽
県
が
特
設
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ

ト
を
開
設
し
、
移
住
関
連
情
報
の

発
信
や
出
展
者
Ｐ
Ｒ
を
ウ
ェ
ビ

ナ
ー
形
式
で
行
う
「
情
報
コ
ー

ナ
ー
」
▽
参
加
者
と
出
展
者
（
市

町
村
・
企
業
な
ど
）
が
個
別
相

談
・
面
談
を
行
う
「
個
別
相
談
・

面
談
コ
ー
ナ
ー
」

対
象　

県
内
へ
の
移
住
や
就
職
を

希
望
す
る
方
、
関
心
が
あ
る
方
な

ど

※

自
身
の
端
末
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
視
聴
や
相
談
・
面
談
が
実
施

で
き
る
方
。
一
般
・
学
生
は
問
い

ま
せ
ん
。

参
加
費　

無
料　

※

参
加
に
必
要
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
回
線
な
ど
の
通
信
料
は
、
参
加

者
の
負
担
。

参
加
方
法　

特
設
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト

（
下
記
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
）

か
ら
事
前

予
約

　

市
で
は
、
地
域
の
元
気
創
出
に

つ
な
が
る
活
動
を
応
援
す
る
た
め

「
と
も
し
び
元
気
プ
ロ
グ
ラ
ム
事

業
補
助
金
」
制
度
を
設
け
、
団

体
・
個
人
ど
ち
ら
に
対
し
て
も
そ

の
事
業
費
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
補
助
金
は
「
ふ
る
さ
と
の

活
性
化
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と

の
思
い
が
込
め
ら
れ
た
寄
付
金
を

財
源
と
し
て
、
地
域
貢
献
や
人
材

育
成
な
ど
を
目
的
に
、
自
主
的
か

つ
自
立
し
た
活
動
を
目
指
し
た
取

り
組
み
を
支
援
し
て
お
り
、
令
和

３
年
度
は
９
団
体
が
対
象
と
し
て

選
ば
れ
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
の
活
動
に
つ
い
て

補
助
申
請
を
受
け
付
け
し
ま
す
の

で
、
地
域
を
明
る
く
元
気
に
す
る

活
動
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
団

体
・
個
人
の
方
は
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
手
続
き
の
流
れ
】　
　
　
　
　

❶
申
請
の
受
け
付
け

　

10
月
15
日
㈮
〜
11
月
15
日
㈪

❷
内
容
審
査

　

12
月
15
日
㈬
（
簡
単
に
活
動
内

　

容
を
説
明
し
て
い
た
だ
き
、
審

　

査
を
行
い
ま
す
）

❸
補
助
金
の
内
示

　

来
年
１
月
下
旬

❹
補
助
金
の
交
付
申
請

　

来
年
４
月

【
事
業
の
概
要
】　
　
　
　
　
　

補
助
対
象　

市
の
活
性
化
の
た
め

に
、
地
域
貢
献
や
人
材
育
成
、
市

民
の
つ
な
が
り
創
出
な
ど
を
通
し

て
、
市
民
自
ら
が
主
体
的
に
活
動

す
る
も
の

補
助
金
の
額　

補
助
対
象
経
費
の

範
囲
内
で
年
間
上
限
50
万
円
（
最

長
３
年
間
）

交
付
審
査　

「
と
も
し
び
審
査

会
」
で
団
体
な
ど
の
資
格
審
査
、

プ
レ
ゼ
ン
に
よ
る
活
動
内
容
審
査

を
行
い
決
定

【
資
格
要
件
】　
　
　
　
　
　
　

○
個
人
は
、
由
利
本
荘
市
民
で
あ

　

る
こ
と

○
団
体
は
、
事
務
所
（
事
務
局
）

　

の
所
在
地
が
市
内
に
あ
る
こ
と

○
団
体
は
、
市
民
団
体
と
し
て
定

　

款
、
規
約
を
有
し
て
い
る
こ
と

○
市
を
元
気
に
す
る
た
め
の
活
動

　

を
行
う
こ
と

市政情報

１
「
と
も
し
び
元
気
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業

補
助
金
」
活
用
者
を
募
集
し
ま
す

　

長
野
県
茅
野
市
で
発
生
し
た
土

石
流
に
よ
り
甚
大
な
被
害
が
生
じ

て
い
ま
す
。
こ
の
災
害
で
被
災
さ

れ
た
方
々
を
支
援
す
る
た
め
、
次

の
と
お
り
義
援
金
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

受
付
期
間　

令
和
４
年
３
月
31
日
㈭
ま
で

協
力
方
法　

秋
田
銀
行
お
よ
び
北

都
銀
行
各
店
に
備
え
付
け
の
義
援

金
専
用
振
込
用
紙
（
振
込
手
数
料

は
無
料
）
で
振
り
込
み

※

郵
便
振
替
で
も
取
り
扱
っ
て
い

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
郵
便
局
窓

口
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

日
本
赤
十
字
社
窓
口
（
市
役
所

福
祉
支
援
課
お
よ
び
総
合
支
所
市

民
サ
ー
ビ
ス
課
）
で
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

市政情報

５
令
和
３
年
長
野
県
茅
野
市
土
石
流
災
害

義
援
金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

市政情報

２
「
あ
き
た
移
住
・
交
流
＆
Ａ
タ
ー
ン
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
ま
す　

こちらから▼

　

母
子
・
父
子
家
庭
や
寡
婦
の
皆

さ
ん
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め

の
貸
付
制
度
で
す
。

貸
付
の
対
象　

市
内
に
居
住
し
、

扶
養
す
る
子
の
あ
る
配
偶
者
が
い

な
い
女
性
や
男
性
で
、
住
宅
の
整

備
を
必
要
と
し
、
自
力
で
整
備
を

行
う
こ
と
が
困
難
な
方

貸
付
限
度
額　

１
世
帯
当
た
り

　
　
　
　
　
　

１
５
０
万
円

貸
付
利
率　

年
０
・
１
％
（
た
だ

し
所
得
税
非
課
税
世
帯
や
災
害
救

助
法
適
用
に
よ
る
復
旧
の
た
め
の

場
合
は
無
利
子
）

据
え
置
き
期
間　

１
年
以
内

償
還
期
間　

据
え
置
き
期
間
経
過

後
９
年
以
内

償
還
方
法　

半
年
ま
た
は
月
賦

保
証
人　

１
人
（
本
市
居
住
者
）

※

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

市政情報

３
「
ひ
と
り
親
家
庭
等
住
宅
整
備
資
金
」の

貸
付
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

〜
あ
な
た
の
思
い
を

　
　
　

 

地
域
の
元
気
に
〜
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令和２年度 主な事業

決算に見る普通会計の主な財政分析指標 （％）

※普通会計に属する会計は、一般会計、診療所運営特別会計、休日応急
　診療所運営特別会計、情報センター特別会計、奨学資金特別会計です。

※キャッシュ・フロー計算書とは、会計期間の資金の増減を表したもので
　資金の増は正数、資金の減は負数（△）で記載しています。

0.338
92.1
10.6
105.3

0.330
94.4
10.0
108.5

0.334
93.5
10.7
107.0

財 政 力 指 数
経常収支比率
実質公債費比率
将来負担比率

平成30年度 令和元年度 令和２年度区　　分

損益計算書 （令和２.４.１～令和３.３.31） （千円）

ガス・水道・下水道事業  決算の状況

ガス事業 水道事業
1,021,404
963,873
57,531
36,591
17,841
76,281

0
0

76,281
△ 1,100,676

△ 1,024,395

１. 営業収益
２. 営業費用
　　営業利益
３. 営業外収益
４. 営業外費用
　　経常利益
５. 特別利益
６. 特別損失
　　当年度純利益
前年度繰越利益剰余金（△欠損金）
その他の未処理分利益剰余金変動額
当年度未処分利益剰余金（△欠損金）

1,890,774
2,040,822
△ 150,048
687,295
236,318
300,929

0
317

300,612

335,687
636,299

下水道事業
838,336
2,974,134

△ 2,135,798
2,541,761
445,638
△ 39,675
4,926
27,905

△ 62,654
0
0

△ 62,654

ガス事業 水道事業

290,760

△144,379

△95,971

50,410

121,460

171,870

１. 業務活動による
　 キャッシュ・フロー
２. 投資活動による
　 キャッシュ・フロー
３. 財務活動による
　 キャッシュ・フロー
４. 現金および預金の
　 増減額
５. 現金および預金の
　 期首残高
６. 現金および預金の
　 期末残高

1,359,479

△ 1,580,988

321,266

99,757

2,195,610

2,295,367

下水道事業

1,145,495

△ 225,799

△ 483,640

436,056

43,102

479,158

貸借対照表 （令和３.３.31） （千円）

ガス事業 水道事業
2,073,462
209,958
2,283,420
1,682,634
388,251
258,158
2,329,043
974,148

△ 1,019,771
△ 45,623
2,283,420

資　産　合　計

資　本　合　計

負　債　合　計

負債・資本合計

資産の部

負債の部

資本の部

固定資産
流動資産

固定負債
流動負債
繰延収益

資 本 金
剰 余 金

29,384,839
2,537,001
31,921,840
14,619,779
1,547,284
5,541,332
21,708,395
8,167,258
2,046,187
10,213,445
31,921,840

下水道事業
58,621,813
567,869

59,189,682
26,706,138
3,035,222
26,860,149
56,601,509
2,339,510
248,663
2,588,173
59,189,682

キャッシュ・フロー計算書（令和２.４.１～令和３.３.31）
（千円）
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各特別会計の状況
会　計　名 歳出決算額 歳入歳出差引額歳入決算額

国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
診 療 所 運 営
休日応急診療所運営
情 報 セ ン タ ー
奨 学 資 金
介護サービス事業
一番堰まちづくり事業
ス キ ー 場 運 営
小 友 財 産 区
北 内 越 財 産 区
松 ヶ 崎 財 産 区
　 計 　

88億9,255万6千円
9億1,273万3千円
1億9,250万3千円

402万5千円
5億3,089万0千円
5,870万4千円
9,019万6千円

０千円
1億3,487万4千円

249万0千円
1万4千円
76万4千円

108億1,974万9千円

87億9,300万0千円
9億1,201万3千円
1億7,639万8千円

370万7千円
4億9,026万8千円
5,315万2千円
5,192万0千円

０千円
1億3,244万1千円

178万7千円
1万3千円
70万3千円

106億1,540万2千円

9,955万6千円
72万0千円

1,610万5千円
31万8千円

4,062万2千円
555万2千円
3,827万6千円

０千円
243万3千円
70万3千円

1千円
6万1千円

2億 434万7千円

財政力指数

経常収支比率

将来負担比率

実質公債費比率

基準財政収入額 ÷ 基準財政需要額 の算式による
過去３年間の平均値

標準財政規模に対する一般会計などが負担する地方債の
元利償還金などの比率

各地方公共団体が将来負担することになる実質的な負債
額が、その自治体の財政の大きさに占める割合を示すもの

経常一般財源（市税・普通交付税のように毎年経常的に
収入される一般財源）に対する経常的経費（人件費・扶助
費・公債費など毎年経常的に支出される経費）に充当さ
れた経常一般財源の割合

※基準財政収入額…標準的な地方税収入見込額（標準税収入額）
　　　　　　　　 の75％に地方譲与税（100％）を加えたもの。
※基準財政需要額…各行政項目ごとに計算した額の合算額
　　　　　　算式：測定単位（国勢調査人口など）×補正係数 ×
　　　　　　　　　単位費用（単価）

※標準財政規模…各地方公共団体における一般財源規模を示す
　　　　　　　　もので、基準財政需要額に留保財源（標準税収
　　　　　　　　入の25％）を加えたもの。

※負債額には発行している地方債残高やその償還に充てる繰入金
　のほか、地方公務員の退職手当支給予定額などが含まれる。

■総務費
特別定額給付金給付事業 ………………………
旧鳥海ダム工事事務所解体整備事業 …………
■民生費
施設型給付事業（民間保育園・認定こども園など）
福祉医療費支給事業 ……………………………
子育て世帯への臨時特別給付金 ………………
■衛生費
感染症等予防対策事業 …………………………
新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業
■農林水産業費
中山間地域等直接支払交付金事業 ……………
多面的機能支払交付金事業 ……………………

75億7,456万円
1億 725万円

26億1,891万円
5億9,238万円
1億6,102万円

1億2,709万円
2,042万円

4億5,708万円
4億 446万円

■商工費
新型コロナ対策支援金給付事業 ……………
市中小企業特別金融支援事業 ………………
■土木費
羽後本荘駅周辺整備事業 ……………………
百宅線（市道付替工事負担金）………………
■消防費
消防水利整備事業 ……………………………
避難所の感染症対策事業 ……………………
■教育費
北部学校給食センター建設事業 ……………
本荘北中学校大規模改修事業 ………………
GIGAスクール構想事業 ……………………
西目サッカー場人工芝化改修事業 …………

3億5,875万円
4億7,283万円

11億1,872万円
1億8,671万円

8,758万円
4,052万円

5億3,027万円
2億5,524万円
4億6,420万円
2億2,550万円
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お
知
ら
せ
し
ま
す

決
算
決
算
の
概
要
概
要

決
算
の
概
要

普通会計決算状況

59,938,210
48,738,297
51,338,375
55,589,459
51,134,733

57,883,064
46,703,027
49,044,131
53,115,978
47,579,386

2,055,146
2,035,270
2,294,244
2,473,481
3,555,347

363,444
357,571
358,026
387,572
351,371

1,691,702
1,677,699
1,936,218
2,085,909
3,203,976

14,003
△ 258,519
△ 149,691
△1,118,067
382,927

1,514
27,052
690
2,358
875

249,498
0

603,252
0
0

290,763
0
0
0
0

△25,748
△231,467
454,251

△1,115,709
383,802

積立金取崩額 実質単年度収支翌年度に繰り
越すべき財源

（千円）

歳出総額 差引額差引額 実質収支 単年度収支 積立金 繰上償還額歳入総額

令和２年度
令和元年度
平成30年度
平成29年度
平成28年度

令
和
２
年
度

一般会計 593億6,903万９千円
573億7,649万０千円

歳入
歳出

グラフで見る
一般会計決算 自主財源（25.0％）

依存財源（75.0％）

【歳出決算の性質別内訳】
人件費
扶助費
公債費
普通建設事業費
災害復旧費
物件費
繰出金
補助費など
維持補修費
積立金
投資・出資・貸付金

77億4,280万9千円
79億2,012万8千円
63億2,251万4千円
71億6,778万5千円
5億3,134万8千円
60億6,851万8千円
35億8,481万0千円
135億 222万1千円

45億3,635万7千円

総務費
134億6,567万7千円
23.5％

民生費
136億5,689万3千円
23.8％

議会費
2億4,727万4千円
0.4％

労働費
1億583万2千円 0.2％

災害復旧費
5億1,915万2千円
0.9％

農林水産業費
25億6,681万5千円

公債費
63億2,251万

4千円
11.0％

商工費
22億9,284万6千円

土木費
76億2,362万6千円

13.3％

教育費
60億3,683万8千円
　　　　　　10.5％

4.7％4.5％
4.0％

衛生費
26億8,452万
　　　　6千円

消防費
18億5,449万7千円
3.2％

23.5％

民
13
23

％ 歳出
573億

7,649万0千円

歳入
593億

6,903万9千円

市税
83億456万4千円
14.0％

繰越金
19億8,133万5千円

分担金および負担金
使用料および手数料
財産収入
寄附金
繰入金
35億3,236万2千円

諸収入
10億3,846万4千円

地方譲与税および
各種交付金
26億448万円

3.3％
1.7％

6.0％

4.4％

6.6％
7.8％

国庫支出金
153億5,702万9千円

25.9％

地方交付税
179億6,111万2千円

30.3％

県支出金
39億4,509万3千円

市債 46億4,460万円

人件費
13.5％

8.0％

扶助費
13.8％

公債費
11.0％

物件費
10.6％

繰出金
6.2％

補助費など
23.5％　

普通建設
事業費
12.5％

災害復旧費 0.9％

維持補修費
積立金
投資·出資·貸付金

扶
1

公
1金

％％％％

ど
％　

普通建設普 設設

歳出決算の
性質別内訳

義そ

の

他

務
的

経
費

投資的経
費

☎ 24－６２２０
問 財政課







インフルエンザ予防接種　市内協力医療機関をお知らせします
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〈市内協力医療機関一覧〉

本荘

本荘

本荘

本荘

本荘

本荘

本荘

本荘

本荘

本荘

本荘

本荘

本荘

本荘

本荘

本荘

本荘

本荘

本荘

本荘

○

×

×

○

×

×

○

×

○

○

○

×

×

○

○

○

×

○

○

×

△

×

×

○

△

○

○

△

△

△

○

○

×

○

○

×

×

○

△

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

浅野耳鼻いんこう科医院

猪股医院

奥山内科医院

中央線診療所

本荘整形外科

さけみ小児科クリニック

佐々木産婦人科医院

梵天内科クリニック

しぶやこまちクリニック

清水泌尿器科内科医院

鈴木小児科

まつだあかちゃんこどもクリニック

わかまつ内科クリニック

さとうハートクリニック

松ヶ崎診療所

たにあい糖尿病･在宅クリニック

菅原病院

みうらアレルギー呼吸器内科クリニック

川上クリニック

小松医院（小松徳彌）

22－5883

22－4800

22－5031

27－2301

28－0288

28－5101

22－2358

28－0015

24－0030

22－3100

44－8282

22－0009

22－7521

23－8600

28－2040

74－7240

22－1604

74－7355

74－7867

29－2013

本荘

本荘

本荘

本荘

矢島

矢島

矢島

岩城

岩城

由利

大内

大内

東由利

東由利

西目

鳥海

鳥海

鳥海

鳥海

○

×

○

○

○

○

○

○

×

×

○

○

×

×

○

○

×

○

×

△

×

×

○

○

○

○

○

×

△

○

○

△

△

○

○

△

○

△

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

佐藤病院

由利本荘医師会病院

本荘第一病院

由利組合総合病院

佐藤医院

大井医院

木村医院

風平診療所

国立病院機構　あきた病院

渡邊医院

伊藤医院

いとう内科医院

小松医院（小松良竹）

佐藤病院　老方診療所

きくち医院

笹子診療所

直根診療所

加賀医院

鳥海診療所

22－6555

22－0054

22－0111

27－1200

56－2065

56－2871

56－2005

73－3333

73－2002

53－3611

67－2321

62－1050

69－2531

69－2866

32－1077

59－2321

58－2004

57－3456

57－2003

地域 医院・病院名 電話番号小児妊婦高齢者 地域 医院・病院名 電話番号小児妊婦高齢者

期間

助成額
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◇
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
管
理
課
（
本
荘
保
健
セ
ン
タ
ー
内　

☎
22
ー
１
８
３
４
）

　

ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

マタニティ栄養教室　参加者募集!

日時
会場
対象　
定員
内容

持ち物
申し込み・問い合わせ

インターバル速歩実践会　参加者募集!

日時

会場
持ち物
定員
申し込み

ふらっとカフェで認知症サポーター養成講座
を開催します

内容

定員
申し込み

認知症の人と家族のつどい

申し込み

市から賀詞と祝い金が
贈呈されました

満100100歳満100歳
おめでとうございますおめでとうございますおめでとうございます

（大正10年９月25日生まれ・大倉沢）
佐々木貞子さん
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<９月15日～９月30日受け付け分>

<９月15日～９月30日受け付け分>
  「お誕生」「おくやみ」欄に掲載を希望される方は、市民窓口センター
（または総合支所市民サービス課、出張所）にお申し出ください。

田口　良一さん

新型コロナ
ワクチン接種情報 　ファイザー製ワクチンの供給見通しがたたない

ため、モデルナ製ワクチンを使用した集団接種を
実施します。まだ１度も接種していない方が対象
で、接種人数（予約枠）は最大２４００人分とな
ります。モデルナ製ワクチンの１回目と２回目の
接種間隔は４週間ですのでご注意ください。

会場　ナイスアリーナ
接種日　１回目 10/22㈮～ 25㈪
 ２回目 11/19㈮～ 22㈪
※詳細については、本紙折り込み
　チラシや市ホームページをご覧
　ください。

問い合わせ先
新型コロナウイルスワクチン
接種推進室　☎７４―７５３３

◆モデルナ製ワクチンの集団接種を実施します

19

事故件数
死亡者数
負傷者数

９月の人身事故発生状況 
ル
ー
ル
を
守
ろ
う

事故･違反･飲酒運転のない街に!

  （９月30日現在・由利本荘署管内）

累計 昨年同期
69件
３人
74人

10件
０人
12人

65件
２人
82人

９月末日現在・住民基本台帳
（　）は前月比

人口　 74,154人（-46）
男 =35,557人（-25）
女 =38,597人（-21）

世帯数 30,784世帯（＋７）

人 の動き

Yurihonjo city public Relations. 2021

　
　

っ
と
時
間
が
あ
れ
ば
、
さ
ら
に
カ

　
　

メ
ラ
の
腕
も
上
達
し
た
で
し
ょ
う

が
、
短
期
間
で
こ
の
活
躍
は
立
派
。
る

る
た
ん
さ
ん
が
撮
っ
た
写
真
、
記
事
を

分
か
り
や
す
く
伝
え
て
い
ま
す
。

　
　

ン
タ
ー
ン
が
来
た
職
場
体
験
の
２

　
　

日
間
、
課
の
平
均
年
齢
が
ぐ
っ
と

下
が
り
、
気
持
ち
ま
で
若
返
っ
た
よ
う
。

初
心
に
帰
っ
て
仕
事
に
励
み
ま
す
。
る

る
た
ん
君
、
就
活
頑
張
っ
て

　
　

ぐ
れ
で
も
表
紙
の
写
真
が
撮
れ
た

　
　

ら
と
、
広
報
課
で
職
場
体
験
中
の

県
立
大
生
を
熱
血
指
導
。
本
号
の
表
紙

を
懸
け
た
私
と
彼
の　

対
決
は…

敗
れ

た
彼
の
健
闘
に
拍
手
で
す

　
　

き
の
き
れ
い
な
季
節
に
な
り
ま
し

　
　

た
。
秋
は
湿
度
が
下
が
っ
て
空
の

透
明
度
が
増
し
、
星
が
輝
い
て
見
え
る

そ
う
で
す
。
夜
空
の
も
と
で
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
も
い
い
で
す
ね
。

　
　

ほ
ど
期
待
し
て
い
な
か
っ
た
職
場 

　
　

体
験
で
す
が
、
東
由
利
小
の
児
童

た
ち
の
笑
顔
に
心
が
弾
み
、
夢
中
で
写

真
を
撮
り
続
け
ま
し
た
。
今
回
の
経
験

は
一
生
の
宝
物
で
す

い もまつさ

（
Ｒ
Ｖ
）

（
一
男
）

（
る
る
た
ん
）

☆

!
（
慶
）

◆
私
が
四
季
の
中
で
一
番
好
き
な
の
は
、
や
は
り

「
秋
」
で
す
。
何
よ
り
も
過
ご
し
や
す
い
こ
と
、
ま

た
果
物
や
野
菜
な
ど
の
豊
富
さ
も
あ
り
、
秋
を
満
喫

し
て
い
ま
す
。
（
伊
藤
さ
ん
・
70
代
・
由
利
地
域
）

◆
湊
市
長
の
記
事
を
見
て
、
広
報
へ
の
登
場
回
数
が

多
い
の
で
驚
い
て
い
ま
す
。
市
長
に
な
っ
て
１
年
目

な
の
に
大
忙
し
で
す
ね
。
体
に
留
意
し
て
、
頑
張
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
主
人
、
義
母
と
と
も
に
応

援
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
羽
後
本
荘
駅
の
新
駅
舎
に

行
こ
う
と
思
っ
て
い
た
矢
先
、
コ
ロ
ナ
禍
の
拡
大
で

残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
広
報
の
記
事
を
読
ん

で
、
記
念
入
場
券
の
販
売
が
あ
っ
た
こ
と
も
知
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
何
か
の
記
念
日
な
ど
で
販
売

が
あ
る
と
う
れ
し
い
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　

 （
菅
原
さ
ん
・
60
代
・
岩
城
地
域
）

◆
だ
ん
だ
ん
涼
し
く
な
っ
て
き
て
、
運
動
の
た
め
に

歩
く
に
は
最
高
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
健
康
増
進

以
外
に
何
か
メ
リ
ッ
ト
が
あ
れ
ば
、
運
動
の
た
め
に

歩
く
人
が
増
え
る
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
ス
マ
ホ
の

歩
数
計
を
利
用
し
て
、
歩
数
に
応
じ
て
ス
タ
ン
プ
を

た
め
る
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら
え
る
と
か
。
市
民
の

健
康
増
進
・
体
力
向
上
を
目
指
し
て
、
歩
く
こ
と
を

積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　

 （
佐
藤
さ
ん
・
70
代
・
本
荘
地
域
）

↓
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
参
考
に
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
爽
快
に
風
を
切
っ
て
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
は
体
力
の
向
上
や
ス
ト
レ
ス
発
散
な
ど
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。
お
一
人
お
一
人
の
体
調
に
合
っ
た
健
康
法
で
、

健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
健
康
管
理
課
）

ちょっとひといき・・・ちょっとひといき・・・ちょっとひといき・・・
　

 「
声　

お
た
よ
り
」
は
市
民
の
皆
さ
ん
の

コ
ー
ナ
ー
で
す
。
ふ
だ
ん
感
じ
て
い
る
こ
と

や
広
報
紙
へ
の
感
想
、
イ
ラ
ス
ト
な
ど
た
く

さ
ん
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ハ
ガ
キ
・

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
・
電
子
メ
ー
ル
で
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

宛
先　

広
報
課　
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

連
絡
先
・
お
た
よ
り
」を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

おたより
お待ちしています

※今回は広報課職員に加え、当課業務を職場体験
　した「るるたん」さんの分も掲載しています。

～ 納期内に納めましょう ～
「納付は便利で確実な口座振替で」

納期限：11月１日㈪
市県民税（第３期）・国保税（第４期）

市税・国保税納期 問い合わせ先


